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熱帯地域に適した 3 種類の不透明 PV 外壁を提案、開発するとともに、それらが技術的
に実用可能であることを示したものであって、５章からなっている。 
 

















ウォールは、台湾の通常の 15cm 厚コンクリート壁に直接 PV パネルを貼りつけた BIPV
より 16-44％高い発電効率を有し、熱貫流率（ U 値）は、排出口を完全に開放した場合





第３章では、顕熱を利用した典型的な BIPV/T (Building-Integrated Photovoltaic/ 
Thermal) あるいは  BIST (Building-Integrated Solar Thermal)を開発している。こ







京都大学 博士（  工  学） 氏名 賴  啓 銘 
設置されるべきユニット数と設置面積を示しており、東向きの壁面の場合は 14 枚、北





第４章では潜熱を利用した BIPV/T あるいは BIST の開発を行っている。開発したマ




は、ピーク負荷の発生する時刻が 57 分～6 分遅れることを明らかにしている。これに
よりピーク負荷の時刻を効率的に遅らせ、夏季のエネルギー使用のピーク時刻をシフ
トすることができる。また、この mPCM アルミニウムハニカムモジュールを組み込んだ
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（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、不透明な PV(Photovoltaic)外壁を分類し、検討が殆どなされていない亜熱







物一体型 PV カーテンウォールを開発した。それにより、PV セルの温度を低減し、台湾

















のと認める。また、平成 27 年 11 月 25 日、論文内容とそれに関連した事項について試
問を行った結果、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、 
公表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認め
る。 
 
 
 
